
 

「令和６年度男女共同参画図画・ポスター」応募作品紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生の部 

作品名「１人１人を大事に」 

 １人１人にいい所があるから、個性を

認めて友達を大事にしてほしい。そして

友達の輪を広げてほしいと思ったから。

工夫は１つのパズルだけ合っていない

ところです。 

作品名「決めつけないで、人のこせい」 

 風船を２つではなく、３つにしたところ

と、風船の色と背景の色に気をつけまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名「やりたいことをやればいい」 

 「男の子だから」や「女の子だから」等

関係なく、やりたいことをやれば良いと

思って描きました。背景をカラフルにす

ることで、いろんな人がいるんだよ、い

ていいんだよ。ということを表現しまし

た。 

作品名「自分らしく、なりたい私へ」 

 上の方にいろいろな仕事をかいて、「１

人１人自由だよ」というのを伝えたいと

思い、できるだけいろんな仕事をかくの

を工夫しました。 

作品名 

「男らしい？女らしい？かってにきめないで」 

 中性的な人をかきました。男らしい、女らし

いをかってにきめるのはよくないと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名「選べる未来を」 

 男女関係なく進みたい道を進み、なり

たい自分になれるような未来をつくらな

いといけないということを伝えたい。 

作品名「何色でもいい」 

 男の子女の子で分ける必要はない。 

作品名「好きな色でいいよ」 

 男だから黒、女だから赤じゃなくても

自分の好きな色でいいよ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名「男女平等」 

 性別による差別をなくし、１人ひとりが

輝ける未来にしていかなければならない

ということを伝えたい。 

作品名「好きなことを自由に」 

 男の子でも女の子でも好きなことを自

由にしていいんだよという気持ちで、オ

リンピックをさんこうにしました。 

作品名「男女たすけあい」 

 みんなでたすけあい、すてきな社会に

なるようかきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名「男女平等」 

 男はこれ、女はこれと決められず、好き

なように生きていけばいいと思います。

男はスカートをはくのはやばいとか、女

はズボンはくのはやめな、とかは気にせ

ず自由に生きてほしいです。 

作品名「自分の好きな自分で」 

 二人のしょうらいの夢を、まだ少なそ

うな仕事にしたこと。 

作品名「自分らしく」 

 男女関係なく好きなことをして、自分

の好きな物や色を身につけてほしい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名「ぼくは赤がすき、私は黒が好き」 

 自分の好きな色や物を身につけたいだけ

なんだ。それは、だれも否定することはでき

ない。 

作品名「私のすきな物」 

 ほかの人に何といわれても、わたしがすき

なものはすきでいいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名「男だから女だから、その考えやめよう」 

 男だから女だから、にしばられない社会、自分が

したいように過ごせる社会がいいと思って描きま

した。 

作品名「自分の色でいいんだよ」 

 性別で自分のすきな服がきれなかったり、すき

が、性別でおさえられていると思うから、自分の色

で生きていいということをあらわしました。 


